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学位論文内容の要旨
トロン温熱浴の適応症である糖尿病やリウマチの症状緩和に関する機構解明に資するた
め,当該患者の血液中の疾患関連指標などに着目し2週間の温泉吸入浴に伴う変化特性を
検討した｡その結果,主に次の成果が得られた｡糖尿病患者において▲遊離脂肪酸やイン
スリンなどの各値が正常値により近づく傾向があることから,糖尿病性ケ トアシ ドー シス
を抑制することが示唆できた｡ リウマチ息者において,スーパーオキシドジスムターゼ
(SOD)活性が有意に増加したことなどから,抗酸化槻能を方途させ酸化障害を壊和させ
ることが示唆できた｡また,コンカナバリンA (ConA)応答は有意に増加し.CtM陽性紳
胞の有意な増加とCD8陰性細胞の有意な減少があったことなどから,免疫機能を充進させ
ることが示唆できた｡ボディマス指数も有意に減少した｡さらに,健常者において,心房
性ナ トリウム利尿ペプチド (α･ANp)値が有意に増加したことなどから,組織循環を促進
する作用のあることが示唆できた｡以上の所見などにより, トロン温熱浴が糖尿病に比べ
リウマチに即効性があることも含め.症状を緩和させる作用機序の一端が明らかにできた｡
なお,本論文は共著者の協力を得て尭成したものである｡
論文審査の結果の要旨
ラ ドン温熱浴の適応症に及ぼす作用機序については未だ不明な点があり,同様の
トロン温熱浴についての研究は少ない｡
本研究は.トロン温熱浴の適応症 とされる糖尿病 とリウマチにおいて トロン温熱
浴がもたらす血績,組織中の疾患関連指標の変化特性を解析 し, トロン温熱浴がこ
れ ら疾患の症状緩和に効果的であることを明らかにしたものである｡また,本研究
で得られた知見は トロン温熱浴の作用機序を解明する上で極めて重要である｡
以上より,本論文は大学院後期裸程 (博士 :保健学)の学位翰文として価値のあ
るものと静める｡
